
６ 子どもと子育てをめぐる状況 

 

（１）就学前児童の保育 

ア 就学前児童の育児状況 

アンケート調査では、子どもの年齢別の主な預け先は、保育所(園)が０歳児で

6.2％、１歳児で 16.4％、２歳児で 20.0％、３歳児では幼稚園が61.2％で保育所(園)

が 22.5％、４歳児では幼稚園が 64.5％で保育所(園)が 23.3％、５歳児では幼稚園

が 62.0％で保育所(園)が 25.5％となっており、０歳児では９割以上が、１歳児・

２歳児では約８割が家庭内保育であり、３歳児では８割強が、４歳児・５歳児では

９割近くが幼稚園もしくは保育所(園)に通っています。 

 

■就学前児童の状況（平成 15 年度） 

 合計 0 歳 1 歳 2 歳 3 歳 4 歳 5 歳 

総 数 
３,５３７ 
100.0％ 

５３４
100.0％

５６６
100.0％

６１９
100.0％

５６４ 
100.0％ 

６３９ 
100.0％ 

６１５
100.0％

公立 ３２５ １６ ３７ ５２ ６１ ７５ ８４

私立 ３５８ １７ ５６ ７２ ６６ ７４ ７３
保

育

所 計 
６８３ 
19.3％ 

３３
6.2％

９３
16.4％

１２４
20.0％

１２７ 
22.5％ 

１４９ 
23.3％ 

１５７
25.5％

公立 ８２５ ２６３ ２８７ ２７５

私立 ３１３ ８２ １２５ １０６
幼

稚

園 計 
１,１３８ 

32.2％ 
３４５ 
61.2％ 

４１２ 
64.5％ 

３８１
62.0％

保育所・幼稚園以外 
１,７１６ 

48.5％ 
５０１
93.8％

４７３
83.6％

４９５
80.0％

９２ 
16.3％ 

７８ 
12.2％ 

７７
12.5％

資料：児童福祉課、学校教育課 

 

イ 保育サービス等の実施状況 

本市では、乳児保育促進事業、延長保育促進事業を全保育所で、ふれあい保育な

どの地域活動事業は河原保育所、大住保育園、みみづく保育園を除く保育所で、一

時的保育事業は河原保育所で実施しています。また、地域子育て支援センター事業

は大住保育園に、乳幼児健康支援一時預かり事業（病後児保育）はやすらぎ保育園

（事業所内保育所）にそれぞれ委託して実施しています。 

なお、幼稚園では子育て支援を目的に、月・火・木・金曜日に教育時間終了後か

ら午後４時までの預かり保育を、平成 15(2003)年６月から３園で試行実施し、平

成 16 年度は全園（８園）で試行実施しています。 

 

 



■保育所特別保育事業実施状況 

名  称 実施事業 内  容 

延長保育促進事業 7:00～8:30、16:30～19:00 

乳児保育促進事業 産後休暇明け保育（57 日目から） 河 原 保 育 所 

一時的保育促進事業 平成14年度年間延べ利用児童数1,566人

延長保育促進事業 7:00～8:30、16:30～19:00 

乳児保育促進事業 産後休暇明け保育（57 日目から） 

草 内 保 育 所 保育所地域活動事業 ○保育所体験特別事業（ふれあい保育）

毎月第１・３木曜日 園庭開放 

平 成 14 年 度 月 １ 回

延べ利用児童数 207 人 

○世代間交流事業 

延長保育促進事業 7:00～8:30、16:30～19:00 

乳児保育促進事業 産後休暇明け保育（57 日目から） 

三山木保育所 保育所地域活動事業 ○保育所体験特別事業（ふれあい保育）

毎月第１・３木曜日 園庭開放 

平 成 14 年 度 月 １ 回

延べ利用児童数 111 人 

○世代間交流事業 

延長保育促進事業 7:00～8:30、16:30～19:00 

乳児保育促進事業 産後休暇明け保育（57 日目から） 

 

公 

立 

南 山 保 育 所 
保育所地域活動事業 ○保育所体験特別事業（ふれあい保育）

毎月第１・３木曜日 園庭開放 

平 成 14 年 度 月 １ 回

延べ利用児童数 32 人 

延長保育促進事業 7:00～8:30、16:30～19:00 

乳児保育促進事業 産後休暇明け保育（57 日目から） 

大 住 保 育 園 
地域子育て支援セン

ター事業 

○育児相談 

○園庭開放  延べ参加児童数 1,116 人

○あそびの教室 延べ参加児童数 275 人

（平成 14 年９月より実施））

○講演会 

○育児サークル支援活動 

延長保育促進事業 7:00～8:30、16:30～19:00 

乳児保育促進事業 産後休暇明け保育（57 日目から） 

松井ケ丘保育園 
保育所地域活動事業 ○保育所体験特別事業（ふれあい保育）

毎月第１・３木曜日 園庭開放 

 平 成 14 年 度 月 １ 回

延べ利用児童数 98 人 

○世代間交流事業 

○育児講座･育児と仕事両立支援事業 

平成 14 年度 １回実施 参加者 14 人

延長保育促進事業 7:00～8:30、16:30～19:00 

 

 

私 

立 

みみづく保育園 
乳児保育促進事業 産後休暇明け保育（57 日目から） 

資料:児童福祉課 



■一時保育の状況 

平成 11 年度 平成 12 年度 平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度  
人数 
(人) 

日数 
(日) 

人数 
(人) 

日数 
(日) 

人数 
(人) 

日数 
(日) 

人数 
(人) 

日数 
(日) 

人数 
(人) 

日数 
(日) 

緊  

急 

(冠婚葬

祭等) 

４８ １７５ ６０ ３２５ ５７ １８５ ５１ １６０ ３８ ７６

私  

的 

(リフレ

ッシュ

等) 

８０ ２４７ ９９ ３１３ ６８ ２４２ ９４ ３１７ １４１ ４０２

非 定

型 

１７０ ７６６ １４２ ７２３ １２５ ８６５ ２０４ １０６６ １８０ １０８９

合  

計 

２９８ １１８８ ３０１ １３６１ ２５０ １２９２ ３４９ １５４３ ３５９ １５６７

資料：児童福祉課 

■乳幼児健康支援一時預かり事業（病後時保育）の実施状況 

 平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 

利用人数 ４４ ７８ ５５

資料：児童福祉課 

 

■保育所地域活動事業実施保育所数 

 平成11年度 平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度

事業実施園数 ４ ４ ４ ４ ４

世 代 間 交 流 ３ ３ ３ ３ ３

異 年 齢 交 流 ４ ４ ４ ４ ４

育 児 講 座 １ １ １ １ １

合  計 ８ ８ ８ ８ ８

資料：児童福祉課 

 

■地域子育て支援センターの利用者の推移 

利用者数(人)  
設 置 数 

０～２歳 保護者 合 計 

平成１４年度 １ １,８５４ １,７５９ ３,６１３ 

平成１５年度 １ ３,８２７ ３,４２９ ７,２５６ 

資料：児童福祉課 

 

ウ 保育サービス利用の理由 

アンケート調査では、現状で保育所(園)を利用していない理由を「幼稚園に通っ

ているから」、「家庭で育てたいから」あるいは「その必要がないから」と回答して



います。 

今後、保育サービスの利用を希望する又は預けたい主な理由は、「現在就労して

いる」20.8％、「そのうち就労したいと考えている」23.1％、「就労していないが、

子どもに集団生活を経験させたいので、子どもを預けたい」17.2％となっています。 

 

 

（２）小学校児童の状況 

ア 小学校児童の放課後の過ごし方 

アンケート調査では、平日放課後の日常的な子どもの過ごし方は、14～16 時で

は１・２年生の場合は「友だちの家や公園で過ごす」が最も多く、「学校にいる」

がほぼ同程度でこれに続き、次いで「留守家庭児童会で過ごす」が１割強を占めて

います。しかし、３～６年生の場合は、「学校にいる」が４分の３以上となってい

ます。 

16～18 時では、｢学校にいる｣がほとんどなくなる反面、「友だちの家や公園で過

ごす」が最も多く、「習い事や学習塾」がこれに次いで多くなります。１年生の場

合は「習い事や学習塾」より、「兄弟姉妹など子どもと過ごす」割合の方が多くを

占めています。また、「留守家庭児童会で過ごす」も１・２年生で１割弱を占めて

います。 

18～20 時では、「友だちの家や公園で過ごす」がほとんどなくなり、「保護者や

家族などの大人と過ごす」が最も多くを占めます。１～３年生の場合は、「保護者

や家族などの大人と過ごす」割合は 50％を超えています。５・６年生の場合は「習

い事や学習塾」が 20％を超えるため、相対的に少なくなっています。 

20 時以降では、「保護者や家族などの大人と過ごす」が 70％以上を占め、最も多

くなります。「兄弟姉妹など子どもと過ごす」あるいは「家で勉強あるいは一人で

過ごす」いわゆるこどもだけの状態も１割以上を占めています。 

また、休日の日常的な子どもの過ごし方は、「保護者や家族などの大人と過ごす」

が 60％を超えて最も多く、「クラブ活動や地域活動(子ども会活動、スポーツ活動)」

14.2％がこれに次いでいます。しかし、「兄弟姉妹など子どもと過ごす」あるいは

「家で勉強あるいはひとりで過ごす」いわゆるこどもだけの状態も１割以上を占め

ています。 

 

 

 

 

 

 



■小学校児童の放課後及び休日の日常的な過ごし方 

14～16 時  

学校に
いる 

留守家
庭児童
会で過
ごす 

兄 弟
姉 妹
等 子
ど も
と 過
ごす 

大 人
と 過
ごす 

友達の
家や公
園で過
ごす 

習 い
事 や
学 習
塾 

家で勉
強又は
一人で
過ごす

ク ラ
ブ 活
動 や
地 域
活動 

そ の
他 

無 回
答 

合 

計 

62.5％ 3.6％ 4.6％ 2.6％ 15.2％ 1.2％ 4.0％ 0.4％ 0.9％ 5.0％

１年

生 

21.2％ 12.1％ 9.1％ 6.1％ 24.2％ 1.5％ 18.1％ ― 1.6％ 6.1％

２年

生 

33.0％ 10.2％ 4.5％ 3.4％ 35.2％ 2.3％ 4.5％ ― 3.5％ 3.4％

３年

生 

75.0％ 1.1％ 1.1％ 1.1％ 15.2％ 2.2％ ― ― 2.1％ 2.2％

４年

生 

78.8％ ― 5.0％ ― 3.8％ ― 3.8％ 1.3％ ― 7.5％

５年

生 

79.0％ ― 2.5％ 2.5％ 6.2％ 1.2％ 1.2％ ― ― 7.4％

６年

生 

78.5％ ― 5.4％ 3.2％ 7.5％ ― ― 1.1％ ― 4.3％

 
 

16～18 時  

学校に
いる 

留守家
庭児童
会で過
ごす 

兄弟姉
妹等子
どもと
過ごす

大人と
過ごす

友達の
家や公
園で過
ごす 

習い事
や学習
塾 

家で勉
強又は
一人で
過ごす

クラブ
活動や
地域活
動 

その他 無回答

合 計 0.4％ 3.4％ 10.0％ 10.4％ 37.1％ 20.2％ 9.8％ 3.4％ 1.3％ 4.0％

１年生 ― 7.6％ 15.2％ 12.1％ 31.8％ 12.1％ 12.1％ ― 1.5％ 7.6％

２年生 1.1％ 10.2％ 11.4％ 9.1％ 39.8％ 17.0％ 8.0％ ― 1.1％ 2.3％

３年生 ― 3.3％ 8.9％ 7.6％ 51.1％ 20.7％ 3.3％ 1.1％ 0.7％ 3.3％

４年生 1.3％ ― 6.3％ 8.8％ 33.8％ 25.0％ 11.3％ 6.3％ 2.2％ 5.0％

５年生 ― ― 8.6％ 12.3％ 32.1％ 25.9％ 9.9％ 6.2％ 1.3％ 3.7％

６年生 ― ― 10.8％ 12.9％ 31.2％ 19.4％ 15.1％ 6.5％ 0.9％ 3.2％

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
18～20 時  

学 校
に い
る 

留 守
家 庭
児 童
会 で
過 ご
す 

兄弟姉
妹等子
どもと
過ごす 

大人と
過ごす

友 達
の 家
や 公
園 で
過 ご
す 

習い事
や学習
塾 

家で勉
強又は
一人で
過ごす

ク ラ
ブ 活
動 や
地 域
活動 

そ の
他 

無 回
答 

合 

計 

― 0.2％ 13.2％ 52.5％ 0.2％ 11.4％ 10.4％ 2.2％ 4.7％ 5.2％

１年

生 

― ― 10.6％ 68.2％ ― 1.5％ 7.6％ ― 4.5％ 7.6％

２年

生 

― ― 20.5％ 58.0％ 1.1％ 2.3％ 8.0％ ― 6.7％ 3.4％

３年

生 

― ― 8.7％ 54.3％ ― 12.0％ 13.1％ 2.2％ 5.4％ 4.3％

４年

生 

― ― 22.5％ 46.3％ ― 7.5％ 11.3％ 5.0％ 2.4％ 5.0％

５年

生 

― ― 9.9％ 42.0％ ― 22.2％ 12.3％ 1.2％ 5.0％ 7.4％

６年

生 

― 1.1％ 7.5％ 47.3％ ― 20.4％ 9.7％ 4.3％ 5.4％ 4.3％

 
20 時以降  

学校に
いる 

留守家
庭児童
会で過
ごす 

兄弟姉
妹等子
どもと
過ごす

大人と
過ごす

友達の
家や公
園で過
ごす 

習い事
や学習
塾 

家で勉
強又は
一人で
過ごす

クラブ
活動や
地域活
動 

その他 無回答

合 計 ― 0.2％ 6.2％ 71.1％ ― 1.0％ 7.8％ 0.2％ 7.8％ 5.8％

１年生 ― ― 3.0％ 71.2％ ― ― 3.0％ ― 13.7％ 9.1％

２年生 ― ― 9.1％ 73.9％ ― ― ― 1.1％ 11.4％ 4.5％

３年生 ― ― 4.3％ 75.0％ ― 1.1％ 9.8％ ― 5.5％ 4.3％

４年生 ― 1.3％ 10.0％ 68.8％ ― 1.3％ 7.6％ ― 4.7％ 6.3％

５年生 ― ― 4.9％ 63.0％ ― 2.5％ 14.8％ ― 7.4％ 7.4％

６年生 ― ― 5.4％ 73.1％ ― 1.1％ 6.7％ ― 9.4％ 4.3％

 
休  日  

学校に
いる 

留守家
庭児童
会で過
ごす 

兄弟姉
妹等子
どもと
過ごす

大人と
過ごす

友達の
家や公
園で過
ごす 

習い事
や学習
塾 

家で勉
強又は
一人で
過ごす

クラブ
活動や
地域活
動 

その他 無回答

合 計 ― ― 11.2％ 60.5％ 6.2％ 1.4％ 1.2％ 14.2％ ― 5.4％

１年生 ― ― 15.2％ 68.2％ 3.0％ ― 1.5％ 3.0％ ― 9.1％

２年生 ― ― 15.9％ 65.9％ 6.8％ ― 1.1％ 5.7％ ― 4.5％

３年生 ― ― 8.7％ 62.0％ 3.3％ 1.1％ 2.2％ 16.3％ ― 6.5％

４年生 ― ― 10.0％ 55.0％ 11.3％ 1.3％ ― 18.8％ ― 3.8％

５年生 ― ― 12.3％ 55.6％ 7.4％ 3.7％ 1.2％ 12.3％ ― 7.4％

６年生 ― ― 6.5％ 57.0％ 5.4％ 2.2％ 1.1％ 25.8％ ― 2.2％

京田辺市次世代育成支援に関するアンケート調査から 

 



イ 留守家庭児童会の在籍状況 

留守家庭児童会は、両親が労働又は疾病等の理由により、長期にわたり学校の放

課後、家庭において児童を保護育成する者がいない家庭のうち、保護者の希望によ

り小学校１～３年生の児童を入会させ、放課後の生活を育成する学級です。開設時

間は、平日は 13 時～18 時、土曜日及び夏・冬・春休みは８時半～18 時となってい

ます。 

留守家庭児童会の在籍者は、次のとおりです。 

■留守家庭児童会の在籍状況(平成 15 年) 

 １年生 ２年生 ３年生 

在籍児童数 
１０１ 

（16.7％） 

９６
（16.5％）

３５
（6.4％）

小学校児童数 ６０４ ５８１ ５４７

資料：社会教育課 

■留守家庭児童会在籍数の推移 

 平成 11年度 平成 12年度 平成 13年度 平成 14年度 平成 15年度

実 施 数 ８ ８ ８ ８ ８

定員数(人) ３２０ ３２０ ３２０ ３２０ ３２０

在籍児童数(人) １７７ ２３５ ２０６ ２３２ ２３２

資料：社会教育課 

 

ウ 留守家庭児童会の利用希望 

アンケート調査では、平日の留守家庭児童会への利用希望率は小学校児童の

12.0％で、土曜日の利用希望率は 6.8％となっています。 

また、現在、留守家庭児童会に入会している理由は、すべてが「現在、就労して

いる」のに対し、これから入会を希望する理由は、「現在、就労している」が 53.9％

で最も多く、次いで「そのうち就労したいと考えている」28.6％、「就労していな

いが利用したい」4.8％「学生である、又は就学したい」3.2％と続いており、就労

以外の理由も見受けられます。このほか、現在利用している人の希望としては、９

割弱が学年の延長を、半数が時間の延長を望んでいます。 



（３）仕事と子育ての両立の状況 

ア 仕事と子育てを両立させる上で大変だと感じること 

仕事と子育てを両立させる上で大変だと感じることについては、就学前児童と小

学校児童の保護者ともに「子どもや自分が病気・けがをしたときに代わりに子ども

の面倒をみる人がいない」が 56～57％で最も多く、次いで「子どもと接する時間

が少ない」38～39％、「残業や出張が入ってしまう」26～27％が挙げられている。 

■仕事と子育てを両立させる上で大変だと感じること（２つまで選択）

8.6%

3.9%

37.5%

6.0%

2.2%

14.9%

6.3%

56.0%

26.7%

6.0%

3.8%

38.9%

3.0%

3.6%

9.0%

8.8%

56.9%

25.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

子どもと接する時間が少ない

子どもの面倒をみてくれる保育所、留守家庭
児童会が見つからない

子どものほかに面倒をみなければならない人
がいる

職場の理解が得られない

家族や親族の理解･協力が得られない

子どもや自分が病気･けがをしたときに代わり
に子どもの面倒をみる人がいない

残業や出張が入ってしまう

就学前児童 小学校児童

 

京田辺市次世代育成支援に関するアンケート調査から 

 

 

イ 職場環境に求めること 

男女が共に仕事と子育てを両立するために職場環境に求めることは、就学前児童

と小学校児童ともに「子どもが病気等の際に、看護のための休暇の措置の実施」が

最も多く、次いで、就学前児童では「育児休業を取得しやすく、職場復帰しやすい

環境の整備」、「短時間勤務制度や始業・終業時刻の繰り上げ繰り下げ、フレックス

タイム制等の実施」、「妊娠中及び出産後における配慮」、「事務所内託児施設の設置」、

「出産や子育てのために退職した者の再雇用制度の実施」の順に挙げられています。

しかし、小学校児童では「短時間勤務制度や始業・就業時刻の繰り上げ繰り下げ、



フレックスタイム制等の実施」、「育児休業を取得しやすく、職場復帰しやすい環境

の整備」、「出産や子育てのために退職した者の再雇用制度の実施」、「事務所内託児

施設の設置」、「妊娠中及び出生時における配慮」、「子どもの出生時における父親の

休暇の取得の促進」の順で挙げられています。 

■仕事と子育てを両立させるために職場環境に求めること（３つまで選択）

6.7%

1.9%

20.5%

6.5%

44.4%

6.2%

26.7%

39.4%

39.9%

23.5%

18.3%

27.1%

6.4%

1.2%

24.6%

9.6%

52.7%

8.4%

20.8%

41.9%

34.7%

16.2%

15.8%

20.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

その他

出産や子育てのために退職した者の再雇用制
度の実施

勤務地、担当業務等の限定制度の実施

子どもが病気等の際に、看護のための休暇の
措置の実施

ベビーシッターに係る費用などの援助の実施

事業所内託児施設の設置

短時間勤務制度や始業・終業時刻の繰り上げ
繰り下げ、フレックス制等の実施

育児休業を取得しやすく、職場復帰しやすい
環境の整備

子どもの出生時における父親の休暇の取得の
促進

産前産後休業後における原職または原職相当
職への復帰

妊娠中及び出産後における配慮

就学前児童 小学校児童

 

京田辺市次世代育成支援に関するアンケート調査から 

 

 

ウ 育児休暇を取得しなかった理由 

母親の育児休業の取得率は 15.7％と少なく、約７割は育児休業を「取得してい

ない」と回答しています。これは、就労している母親が 30％程度と少なかったた

めであり、就労している母親に限ってみると、約半数は育児休業を取得しています。 

一方、父親の育児休業の取得率は 0.7％と極めて少なく、９割以上が「取得して

いない」と回答しています。その理由については、「職場に育児休業を取得しにく

い雰囲気があった」と「仕事が忙しかった」が共に３人中１人の割合で挙げていま

す。次いで、「収入減となり、経済的に苦しくなる」、「配偶者が育児休業制度を利



用した」、「仕事に戻るのが難しそうだった」、「昇給・昇格等が遅れそうだった」の

順に続いており、職場における育児休業制度への理解、とくに男性が制度を利用す

ることに対する理解が十分でないことがうかがえます。 

（４）母と子の健康づくり支援 

母と子の健康づくり関連の事業は、母子保健事業を中心に継続して実施していま

すが、平成１１年度から一貫して相談件数の増加が見られます。 

■乳幼児健康診査受診状況の推移 

 平成 11 年度 平成 12 年度 平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度

受診児数(人) ４６６ ５１０ ５２３ ５０９ ５０１３ か 月 児 

健 康 診 査 受診率(%) 95.3 96.2 94.6 94.1 94.7

受診児数(人) ４７３ ４６９ ５０４ ５０４ ５１３10 か月児 

発 達 相 談 受診率(%) 91.5 84.0 91.5 89.5 91.4

受診児数(人) ４６１ ４８８ ５０６ ５３４ ５０７１歳６か月児

健 康 診 査 受診率(%) 90.9 91.6 90.2 91.0 91.0

受診児数(人) ― ― ４２４ ４８７ ４７８２ 歳 児 

発 達 相 談 受診率(%) ― ― 79.8 81.8 82.7

受診児数(人) ４５７ ５２２ ５０３ ４８９ ４８９３歳６か月児

健 康 診 査 受診率(%) 90.9 86.4 86.7 86.9 84.2

資料：健康推進課 

■訪問指導実施状況の推移 

 平成 11 年度 平成 12 年度 平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度

延人数(人) ６８ １１ １０ ３１ ４８新 生 児 

指導訪問 実人数(人) ６８ １０ １０ ３１ ４２

延人数(人) １２０ ２２３ ２００ ２２０ １７９乳 児 

訪問指導 実人数(人) １１８ ２１７ １９６ ２１２ １６１

延人数(人) ２０ ２３ １３ ５８ ７５幼 児 

訪問指導 実人数(人) １６ １４ １２ ４７ ５６

延人数(人) ０ ０ １ １ ６妊 婦 

訪問指導 実人数(人) ０ ０ １ １ ４

延人数(人) １５９ ２３０ ２１０ ２３８ ２１７産 婦 

訪問指導 実人数(人) １５９ ２２３ ２０８ ２３４ ２０１

資料：健康推進課 

■妊産婦・乳幼児に対する相談・指導実施状況の推移 

 平成 11 年度 平成 12 年度 平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度

離 乳 食 講 習 会 ( 人 ) ９３９ ９７９ １,０２７ １,０１３ １,０１４

妊 婦 教 室   ( 人 ) ２２５ ２２３ ２３１ ２６８ ２５１

妊産婦・乳幼児相談(人) ７８６ ９５８ １,１６４ １,１２８ １,２１２

歯 科 健 康 教 室 ( 人 ) ５２３ ５２２ １,５６８ １,５６８ ２,０６０

栄 養 相 談   ( 人 ) ― ― １７９ １５７ １５７

資料：健康推進課 



 

（５）子育てに関する保護者の意識 

ア 子育てに関して日常悩んでいること 

アンケート調査では、就学前児童では育児にかかりきりになっていることからく

る悩みが、小学校児童では子どもの教育や友だち関係などの悩みが挙げられている

のが特徴的です。 

■子育てに関して日常悩んでいること

9.0%

4.2%

11.8%

2.4%

35.5%

6.6%

9.2%

4.6%

13.6%

1.4%

3.6%

7.8%

12.6%

4.8%

35.7%

52.1%

18.8%

12.2%

1.2%

16.2%

25.1%

8.6%

6.2%

9.9%

7.6%

29.5%

17.0%

18.5%

8.0%

32.5%

2.2%

6.9%

6.7%

13.2%

2.8%

28.4%

33.8%

14.4%

15.1%

3.0%

28.2%

36.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

負担に思うことはない

その他

住居が狭いこと

子育てが大変なことを身近な人が理解してくれないこと

子育てに係る出費がかさむこと

子育てによる身体の疲れが大きいこと

子育てのストレス等から、子どもに手を上げたり、叱り過ぎ

たり、世話をしなかったりしてしまうこと

配偶者･パートナー以外に子育てを手伝ってくれる人が

いないこと

仕事や自分のやりたいこと、夫婦で楽しむことなど自分の

時間が十分とれないこと

子育てに関して話し相手や相談相手がいないこと

自分の子育てについて、親族・近隣の人・職場などまわり

の見る目が気になること

配偶者・パートナーと子育てに関して意見が合わないこと

子育てに関して配偶者･パートナーの協力が少ないこと

子どもの登所･登園拒否、不登校などの問題

子どもの友だちづきあいに関すること

子どもの教育に関すること

子どもと過ごす時間が十分とれないこと

子どもとの接し方に自信がもてないこと

育児のことがよくわからないこと

食事や栄養に関すること

病気や発育･発達に関すること

小学校児童 就学前児童

 

 

京田辺市次世代育成支援に関するアンケート調査から 



イ 子育てから離れてリフレッシュしたいと思ったことの有無 

この 1 か月の間に、平日及び土曜日・休日に関係なく、普段利用していない保育

サービス（保育所、認可外保育施設、ベビーシッター、ファミリー・サポート・セ

ンター事業など）を利用して、子育てから離れてリフレッシュしたいと思ったこと

の有無については、「あった」が 44.4％、「なかった」が 51.9％となっています。 

　■保育サービスを利用したリフレッシュ希望の有無

あった

44.4%

なかった

51.9%

無回答

3.7%

 

京田辺市次世代育成支援に関するアンケート調査から 

 

 

ウ 子どもの虐待を防止する方策 

子どもの虐待を防止するために必要なこととしては、就学前児童保護者では「育

児に疲れたときにリフレッシュできる場や人などのしくみがあること」が、小学校

児童保護者では「親自身の人間性が成熟すること」が最も多く挙げられています。

とりわけ就学前児童保護者は、子育てから離れてリフレッシュしたいと思ったこと

がなくても、リフレッシュの必要性・有効性を感じていることがうかがえます。 



■子どもの虐待を防止する方策

1.2%

0.8%

1.0%

51.9%

2.6%

35.3%

37.7%

55.7%

7.2%

66.5%

1.1%

0.9%

3.7%

67.0%

2.4%

40.3%

37.9%

60.6%

6.3%

52.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

無回答

特にない

その他

育児に疲れたときにリフレッシュできる場や支援のしくみ

があること

親業訓練の場(セミナーなど)があること

身近に相談できる場所や人がいること

同じような年齢の子どもをもつ親同士のつながりをもつこ

と

家族（特に配偶者）が子育てにかかわること

子育ての知識や情報が得られること

親自身の人間性が成熟すること

小学校児童 就学前児童

 

京田辺市次世代育成支援に関するアンケート調査から 

エ 子育てに関する悩み等について 

子育ての悩み等の相談について希望することとしては、就学前児童保護者、小学

校児童保護者共に「子どもにかかわるすべての相談ができる総合的な窓口の設置」

が最も多く、次いで「同年齢の子どもをもつ者同士の相互の相談・情報交換の機会

づくり」が続いています。 

 

 



■悩み等の相談についての希望

2.4%

25.1%

2.0%

2.4%

10.2%

23.2%

19.6%

19.6%

30.1%

18.2%

3.9%

18.1%

4.1%

4.3%

13.4%

30.2%

26.5%

22.4%

32.3%

17.5%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

無回答

特に希望することはない

その他

家庭に訪問して行う相談

子育て経験者による体験に基づいた子育て相談
の機会づくり

同年齢の子どもをもつ者同士の相互の相談･情報
交換の機会づくり

身近な地域で気軽に相談できる場所の整備

電話相談やインターネット相談など、匿名で相談
できる機会の充実

子どもにかかわるすべての相談ができる総合的な
窓口の設置

専門的な相談機会の充実

小学校児童 就学前児童
 

京田辺市次世代育成支援に関するアンケート調査から 

 

 

 



（６）少子化の流れを変えるために 

少子化の流れを変えるための取組みについては、就学前児童保護者、小学校児童

保護者共に半数の人が「家事や子育ての負担が女性に偏る現状を改善する」を挙げ

ています。次いで「奨学金制度の充実など、教育費の負担を軽減する」、「男女とも

に仕事や社会参加が中断されずに子育てができる体制を整備する」を５人中２人が

挙げており、男女共同参画社会の実現に向けた取組みと子育てに係る費用、とりわ

け教育費の負担の軽減に向けた取組みの重要性が挙げられています。 

 

■少子化の流れを変えるための方策

1.0%

2.2%

4.0%

3.8%

20.8%

42.9%

34.7%

29.1%

9.6%

2.2%

18.0%

40.1%

44.5%

2.1%

0.7%

3.7%

6.0%

26.9%

44.4%

23.1%

30.0%

8.6%

1.5%

15.7%

44.4%

47.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

無回答

少子化の流れを変える必要はない

特にない、わからない

その他

子育てサービス費用を社会全体で支える制度を導
入する

奨学金制度の充実など、教育費の負担を軽減す
る

子どもが将来に希望をもち、生きることが楽しいと
思えるような社会をつくる

社会が子どもや子育てに関心をもち、社会全体で
子育てをするという機運を醸成する

思春期の子どもたちが乳幼児にふれあったり、小
さな子どもと遊ぶ機会をつくる

若い男女の交流の拡大など、出会いの機会を提
供する

若者の就業支援など、生活の安定を促進する

男女がともに仕事や社会参加が中断されずに子
育てができる体制を整備する

家事や子育ての負担が女性に偏る現状を改善す
る

小学校児童 就学前児童

 

京田辺市次世代育成支援に関するアンケート調査から 



（７）子育てと地域社会 

ア 子どもの遊び場等 

アンケート調査では、小学校児童が平日に日頃遊んでいる場所としては、自宅を

除くと「友だちの家」、「公園」が多くなっています。遊び場の現状に対しては、「雨

の日に遊べる場所がない」が就学前児童、小学校児童とも最も多く挙げられていま

した。 

■都市公園の設置状況(平成 16 年度) 

区 分  

総合公園 田辺公園 

運動公園 田辺木津川運動公園、草内木津川運動公園

近隣公園 諏訪ケ原公園 

街区公園 １１４か所 

資料：都市整備課 

 

地域の団体による子どもの主体性の育成や健全育成のための取組みとしては、地

域の子ども会をはじめとする各種の子育て関係団体や民生児童委員・主任児童委員

による活動などがあります。また、スポーツ少年団をはじめさまざまな文化・スポ

ーツ等活動団体があり、子どもたちにさまざまな体験や活動の機会を提供していま

す。 

■地区別子ども会数（平成 16 年度） 

 大 住 松井ケ丘 桃 園 薪 田 辺 田辺東 草 内 三山木 普賢寺

団体数(単位) ９ ３ ４ ４ ６ ２ ３ １０ ６

会員数(人) ２８９ ３２４ ４３６ ４７２ ５０１ ８９８ ３６４ ３５１ １４２

資料：中央公民館 

 

イ 子育てのために望まれる地域社会 

アンケート調査では、地域社会に対しては、「子どもが危険な目にあいそうなと

きは手助けや保護をして欲しい」や「子どもがよくないことをしているのを見かけ

たときは、積極的にしかってほしい」といった、かつてあった地域の保育力に期待

するものや「子ども連れで交通機関や施設を利用するときに、困っていたら助けて

ほしい」といった思いやり・マナーについても挙げられており、子育てを核に地域

コミュニティや地域活動の活性化が求められています。 

 

 

 

 

 



 

 

■子育てのために望まれる地域社会

2.8%

2.6%

1.4%

20.6%

16.8%

29.3%

77.0%

7.2%

11.4%

70.9%

20.1%

44.1%

1.3%

4.3%

2.8%

47.8%

21.5%

31.0%

71.3%

9.9%

12.7%

59.5%

28.5%

36.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

無回答

特にない

その他

子ども連れで交通機関や施設を利用するときに、
困っていたら手助けしてほしい

緊急の用事などのときに、一時的に子どもをみてほ
しい

「うるさい」などと言わないで、子どもがのびのび遊
ぶことを容認してほしい

子どもが危険な目にあいそうなときは手助けや保護
をしてほしい

育児などで困ったことがあった場合には、相談に
のってほしい

子どもを対象とした遊びや活動などの機会に、積
極的にかかわってほしい

子どもがよくないことをしているの見かけたときは、
積極的にしかってほしい

「子どもがうるさい」とか「いまどきの親」などと一方
的な考え方を変えてほしい

出会ったときに気軽に声をかけあうなど、積極的に
子どもにかかわってほしい

小学校児童 就学前児童

 

京田辺市次世代育成支援に関するアンケート調査から 



（８）行政サービスへの要望 

ア 自主的活動への支援 

子育てサークルなどの自主的な活動を行うにあたり、行政に期待する支援策とし

ては、「活動場所の提供（場所貸し等）」が最も要望が多く、次いで「活動資金助成」

が挙げられています。 

 

■自主活動を行うために期待する行政の支援

9.4%

4.7%

16.5%

35.3%

23.5%

15.9%

58.8%

4.1%

7.8%

21.1%

38.1%

27.9%

15.6%

57.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

無回答

特になし

活動への保育に関する専門家からのアドバイス

活動資金助成

活動時間中の保育サービス

情報発信やＰＲ等への支援（掲示板の開放等）

活動場所の提供(場所貸し等）

小学校児童 就学前児童

 

京田辺市次世代育成支援に関するアンケート調査から 

 

 

イ 期待する子育て支援策 

行政に対して、どのような子育て支援策の充実を期待しているかについては、就

学前児童保護者では「親子が安心して集まれる集いの場等の屋内の施設を整備す

る」が最も多く、次いで「親子が安心して集まれる公園等の屋外の施設を整備する」、

「安心して子どもが医療機関を利用できる体制を整備する」、「子連れでも安心して

出かけられるよう、おむつ替えや授乳のためのスペースづくりや歩道等の段差解消

等の『子育てのバリアフリー化』に取り組む」「幼稚園の保育サービスを充実する」

を上位に挙げています。 

小学校児童保護者では「親子が安心して集まれる公園等の屋外の施設を整備す

る」が最も多く、次いで「安心して子どもが医療機関を利用できる体制を整備する」、

「親子が安心して集まれる集いの場等の屋内の施設を整備する」を挙げています。 

 

 



■行政に期待する子育て支援策

2.6%

5.2%

2.4%

12.6%

20.4%

5.4%

44.5%

20.8%

11.8%

20.8%

4.8%

13.4%

16.4%

19.8%

19.8%

41.7%

9.2%

47.7%

1.9%

1.5%

4.3%

7.5%

19.8%

6.3%

39.7%

29.7%

35.6%

26.1%

3.2%

17.2%

10.3%

12.9%

39.0%

49.6%

16.4%

47.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

無回答

特になし

その他

子育ての講座など子育てについて学べる機会をつくる

労働時間の短縮、休暇の取得促進、育児休業取得促進

等、企業等に対して職場環境の改善を働きかける

公営住宅の優先入居・広い部屋の割り当て等、住宅面での
配慮･支援に取り組む

安心して子どもが医療機関を利用できる体制を整備する

専業主婦など誰でも気軽に利用できるＮPO等による保育

サービスを行う

幼稚園の保育サービスを充実する

保育所、留守家庭児童会等の働きながら子どもを預ける施

設を増やす

子育てサークル活動への支援を充実する

子育て中の親の仲間づくりや子育ての知識・技能の取得に

役立つ親子教室の開催回数の増と内容の充実を図る

子育て支援に関する情報提供を充実する

子育てに困ったときの相談体制を充実する

子連れでも安心して出かけられるよう、オムツ替えや授乳の

ためのスペースづくりや、歩道等の段差解消等の「子育て

のバリアフリー化」に取り組む

親子が安心して集まれる集いの場等の屋内の施設を整備

する

親子が安心して集まれる保育所・幼稚園の園庭開放を充
実する

親子が安心して集まれる公園等の屋外の施設を整備する

小学校児童 就学前児童

 

京田辺市次世代育成支援に関するアンケート調査から 
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